左 近 は 米 • ミソ. 醬 油の 類 は 全部 自分の 居間に 置く。 

去年、 倉 三の 女房お 清が 死ぬ まで は、 お 清が 左 近の 身 

の 廻りの 世話 を やって、 妻の ミネ は 一 切 夫の 生活に 無 

関係で ある。 食事の 支度に かかる に は、 お 清が 左 近の 

居間へ 来 や ミソを もらいに くると、 左 近が 一 々米 ゃミ 

ソの量 を はか つ て 釜 や ナベ に 入れて やる。 ォ カズ も 左 

近の 指図 通りに 買って きて 作る。 出来た もの を 左 近が 

検査した 上で、 ミネに 御飯と 漬物 だけと り 分けて 与え 

るが、 料理 は 一 ッ もやらない。 もっとも 彼が 食べる 料 

理も 実にまず しい もので、 イワシと か、 二 シンと か、 

ック ダニ、 煮豆と いう もの。 



「美食 は 愚者の 夢で ある」 

というの が 左 近の 説であった。 つまり、 美味 は 空腹 

の 所産で あるのに、 美食の 実在 を 信じる の はバカ 者が 

夢を見て いるに すぎん、 というの である。 一理 は ある 

かも 知れん。 なるほど 彼らの 神 君 家康の 思想で も ある 

らしい が、 左 近の 日常 を 家康が 賞讃 する かどう か は 疑 

わ I V 

倉 三 夫婦 は 別に 自炊し、 ミネ は 自分の 副食物 やさら 

に 主食 をと るた めに 内職し なければ ならなかった。 

昨年、 倉 三の 女房お 清が 死んで から は、 左 近 は 自炊 

する ようになり、 居間の 掃除 も セン タク も 自分で やつ 



て 一 切 ミネの 手が 介入す る こと を 許さない ばかりで な 

く、 それ を 機会に ミネに 御飯 を 配給す るの もやめ てし 

まった。 

倉 三 は 草 雪に 返盃して、 

「私 ども も その 時まで は 夫婦 合わせて 四十 五 銭のお 給 

金 をいた だいて おりました。 実は 五十 銭いた だく 害で 

すが 五 銭 は 家賃に 差ッ 引かれ ますんで。 ところが、 お 

清が 死んで から、 私のお 給金が にわかに 二十 銭に 下落 

いたし ましたんで。 男と 女の 給金が 半々 同額て えの も 

聞き なれない が、 二十 二 銭 五 厘 じ やなく つて 二十 銭。 

当節 は 男 の 方が 二 銭 五 度 安う ^ /ざん すかと 伺い を 立て 



うけていた。 左 近 は その 船 問屋 を 懲罰 釈放す るに 当つ 

て、 ォレの 勘当した 悴を 大阪へ 連れて行って、 町人に 

してし まえ。 もう ォレ の悴 ではない から 大事に する に 

は 及ばん が、 自分で 働いて 食える ように 取り はからえ 

と 放り だしてし まった ので ある。 この 悴は 大阪へ 住ん 

でから 幕府が 瓦解す るまでの 十 年間 は、 親の 威光が あ 

るから 遊んで 暮 して 遊里に 通じ 遊芸 を 身に つけ、 維新 

ほうかん 

後 は 東京へ 戻って 封 E 間と なり、 志 道 軒 ムラ クモと 号し 

ている。 

常 友の 父 は ムラ クモ だ。 左 近の 孫で ある。 けれども 

戸籍の 上で も 実生活の 上で も 倉 三お 清の 子供。 ところ 



雪の もてなす あたり 前の 料理が うまくて 大 そう 食い ッ 

？ヽ. ） ,,i こ ヽ o 

J り 力よ レ 

そのと き 左 近 は 玉屋の 主人に こう 云った そうだ。 

「お前さんが 没落 すれば 職人が 路頭に 迷う の は 当り前 

だな。 主家が そう なれば、 職人が そうなる。 それ は 仕 

方がない」 

ミネ も 涙 を 流して 頼んだ が、 そんな ことで ちょ ッと 

でも 心が 動く ような 左 近ではなかった。 彼はキ セル 掃 

除の ために 常時 手 もとに 用意して おく 紙 をと つて コョ 

リをー 一本つ くって、 

「主家の 没落で ォレも 路頭に 迷って いるが、 お前さん 



ずす ていたらく。 三百 円 貸して いただいて 身請け はさ 

せて いた y いても 常さん の 板前の 稼ぎで はいつ 返済で 

きる か 分ら ない。 それ を 思う と 板前 さ ん の 稼ぎな ん て 

心細くて、 たよりない。 吉 原で 相当 格式の ある 貸 座敷 

の 主人が ヮケ があって 近々 廃業 帰国す る ことにな り、 

家財 も 娼妓 もつ いたま、 八 千円で 売りに 出て いるが、 

この 商売なら 五 年 も か ゝ れば 元利 を きれ いに 返済 出来 

る 見込みが ある。 自分 も 悲しい 苦界 づ とめのお かげで、 

この 商売の 経営に は 自信が あるの だが、 ァァ、 お金が 

ほしい …… 。 

左 近 はこの 言葉 を 小耳に とめた が、 それ は 知らぬ顔。 



とにかく ボンと 気前よ く 三百 円 だして やって、 一 一人 を 

結婚 させた。 さて 八 千円 かして 二人に 貸 座敷 を やらせ 

ると、 どう 云う 事に 相 成ろう か。 月々 貸した 金の 利息 

をと りに 行って、 その 日 は ゆっくり とた y で 傾城の 部 

屋へ 坐って いろくと 女の 話 をしたり、 手 や 膝が ふれ 

ると か、 まァ なに かの ハズミ で いろいろ 思わぬ タノ シ 

ミが できる であろう。 左 近 はそう 考えめ ぐらす だけで 

なんとなく 楽しい 毎日 をす ごした。 

彼 は 勿論 本当に 八 千円の 金 を 貸して やろう なぞと 考 

えていた わけではなかった が、 ちょうど そこへ 勘当し 

て 以来 一 一十 五 年 も 音沙汰の なかった 志 道 軒 ムラ クモが 



女房 子供 を つれて 親不孝の お詫びに と 訪ねて 来た。 女 

房 は 芸者 あがりの 恋女房、 春 江と いって 三十。 久吉と 

いう 十になる 一 人 息子 を つれて 高価な 手み やげ を 持つ 

て 訪ねて 来た。 自分 は 封 巾 間 を やり、 女房に は チヨ ッと 

した 一 パイ 飲み屋 を やらせて 生活に は 困って いない。 

た、 V なつかし さに 一 目 だけで も 拝顔して 重なる 不孝の 

お詫び をしたい と 矢も楣 もた まらず という、 そこ は 多 

年の 封 e 間で きたえた 弁舌、 情味 真実 あふれて 左 近の 耳 

にも 悪く は ひ、 V かない。 

「ペラ ペラと よく 喋るな。 その 舌で お金 を かせぐ のか。 

薄 気味 の わるい 奴 だ。 お 茶坊主 のように 頭 を まるめて 



の 頭の 中に 筋 書が できて いたので さァ ね。 呆れた 話 

で」 

倉 三 は ムッと 怒った顔 になって、 ちょ ッとロ をつ ぐ 

んだ。 

* 

五 年 前の あの 時には、 何事に も ジッと 堪え忍ぶ こと 

に 馴れて いる さすがの ミネ も 血相 を 変えた。 わが 身の 

ことに 堪え 得ても、 子供の ことに は 堪えられぬ 母の 一 

念であろう。 



える と、 左 近 は ニヤ リと 実に 卑しげ な 笑み を もらして、 

にわかに 抜き 足さし 足、 自分の 部屋へ 泥棒に はいるよ 

うな カツ コゥで 歩きながら チヨ ィ/ \ とふり かえりつ 

つ 手 まねきで 倉 三 をよ ぶ。 倉 三が やむなく 中へ はいる 

と、 自分 は 一番 奥の 壁に ピッ タリ ひッ ついて 尚 もしき 

りに 手 まねきで 自分の 前まで 呼びよ せて、 「シ „\ -1 」 口 

に 指 を 当てて 沈黙 を 示し、 膝と 膝 をピッ タリつ き 合わ 

せて 尚 も 無限に にじり 寄り たげ に、 そして 倉 三の 上体 

にからんで 這い 登る ように 延び あが つ て、 倉 三の 耳 も 

とに 口 をよ せて 尚、 手で 障子 をつ くり、 

「お前 は その 朝ヒ マ をと つ て 出かける から 見る ことが 



左 近 は 一 万円と 久吉を つれて 自分の 部屋へ ひきこも 

る。 四 名の 男と 一 名の 女が 酔っ払って 一 室に のこる。 

この 夜、 この 機会 を 失えば、 実の 兄弟、 父子と いえ ど 

も、 再び 一 室に 宿泊す る はおろ かなこと、 たまたま 同 

席す るた つ た 十分 間の 機会が あるか どうか も 疑わしい。 

左 近 は 夢中に のびあが つ て 倉 三の 耳に 益々 口 を 近づ 

けて、 手の 障子 を かたく 張り まわして、 

r ナマズ と 出前 持 は 八 千円の ことで 酔えば 酔う ほど 気 

が 気 じ やない ぞ。 その 八 千円 はナマ ズのフ トコ 口に あ 

るが、 明朝までに は 出前 持に 七 千 八 百 五十 円 貸す か 貸 

さぬ かきめ なければ ならん な。 出前 持 は その 金 を 借り 



じあけ て 中へ はいると、 実に サンタン たる ものである _ 

台所の 次の 部屋に は ミネが ノドを 突いて 血の 海へ う 

つぶして こ とぎれて いる。 ヒザ をシッ 力と ヒモ でむす 

び、 自ら ノドを 突いた 覚悟の 自殺の ようであった。 

さて、 この 部屋に つ y いて 左 近の 専用 室が 二つ ある 

そうだが、 出入口 は 一 ケ所幅 三尺、 高さが 六尺の 厚い 

板戸に よって 仕切られ ている。 この 一枚の 板戸 以外 は 

厚い 壁に なって いた。 板戸 は 左 近の 側から 左右に カン 

ヌキ がか かるよう になって いる。 しかし、 その カンヌ 

キ はか、 つて おらず、 開ける ことができた。 

戸口に ちかいと ころに、 左 近が 妙な カツ コゥに ゆが 



みながら 俯伏して 死んで いた。 背後から 左 近の 背の 

ほ、 V 中央 を 突いた 小 太刀が、 ほとんど ツバの 附け根 ま 

で 指し こまれ、 肝臓の 下部の あたり を 突きぬ いて 一尺 

ほど も 刀の 尖が とびだ していた。 

左 近の 屍体の 近所に は、 フシ ギ にも、 八本の 刀の サ 

ャと七 本の 刀身が ちらかって いるが、 いずれも 刀身 は 

サャ から 抜き放れ て 別にな つて 散らかつ ており、 サャ 

がー 本 多 いのは、 刀身の 一本が 左 近の 身体に さしこま 

れ ている せいであった。 

その 奥の 部屋に は、 ニッの 寝床が しかれて いた。 

ミネが 死んで いる 部屋 は 全てが キ レイに 片づ けられ 



て、 整頓され ており、 多数の 人が 泊った あと は 見られ 

ない。 寝床 は 左 近の 奥の 部屋に ニッ しかれて いる だけ 

だ。 枕 も 各々 に 一 ッ ずつ。 どちらも 一 度 は 人が ねたら 

しい 形跡が あった。 

「おそくまで 多勢の 話 声が していた が。 あの 時刻から 

帰宅で きる とすれば、 近所に 住む 人々 に 限る よう だが」 

「多勢の 客が いた 跡がない の は フシ ギ だね」 

と、 昨夜の 意外な 来客の 様子が 特に 深く 印象され て 

いる 二人の 隣人が いぶか リ ながら 台所 を 通って 出よう 

とすると、 —— あった。 おびただしい 食器 類が タラ ィ 

の 中に ゴ チヤ/^ つめこん であり、 その 中には この ゥ 



近が 殺された のに 気附 いた 者 は 一 人と いえ どもい な 

かった し、 その 疑い を 起した もの もい なかった。 自分 

の 一 個の 大事に 逆上して 取りみ だしてい たの だ。 

とにかく、 いくらか 違った 返事ので きる の は、 左 近 

とねて いた 久吉 だけであった。 

しかし 久吉の 返答 は 実に カン タンであった。 つまり 

目が さめたら 人が ドャ /\ 部屋の 中へ はい つ てきた。 

そのち ょッと 前に 目が さめて いたが、 暗闇で 何も 見え 

ない ので、 何 かの 音が する けれども、 フ トン を かぶつ 

ていた。 何 かの 音 は 左 近の 死んだ 音ではなくて、 多勢 

の 人の 音の ようであった。 久吉が ポッン くと 語る こ 
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